
鰯

光
る
風
、
輝
や
く
緑
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の

有
馬
温
泉
サ
マ
ー
イ
ベ
ン
ト

歴
史
と
伝
統
の
湯
の
町
有
馬
に
夏
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
恒
例
の
カ
ー
ニ
バ
ル
、
納

涼
盆
踊
り
大
会
に
２
つ
の
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

加
わ
り
、
さ
ら
に
楽
し
く
な
る
こ
と
ま
ち
が
い

な
し
で
す
。

☆
マ
ウ
ン
ト
六
甲
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

７
月
Ⅳ
日
（
日
）
午
前
加
時
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

有
馬
温
泉
駅
下
駐
車
場
集
合

八
コ
ー
ス
Ｖ
有
馬
温
泉
’
四
十
八
滝
’
六
甲

山
頂
（
約
４
町
）

駐
車
場
で
参
加
証
明
書
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
も

ら
っ
て
ス
タ
ー
ト
。
ゴ
ミ
を
拾
う
と
と
も
に
山

の
あ
ち
こ
ち
に
隠
れ
て
い
る
宝
物
（
？
）
を
探

す
と
い
う
お
楽
し
み
な
ハ
イ
キ
ン
グ
。
山
頂
で

賞
品
・
参
加
賞
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
六
甲

山
を
美
し
く
し
な
が
ら
、
ふ
だ
ん
見
落
し
が
ち

●
な
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。☆

ゆ
け
む
り
横
丁

７
月
幻
日
（
木
）
ｌ
鉦
日
（
日
）
午
後
７
時

今

神戸市北区有馬町3 1 8
TEL(078)904-0366

景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078>904-0501㈹

●ＴＨＥＡＲｌＭＡＳＰＡ●‘

ｌＮＪＵＬＹ

熱気にあふれる「有馬のカーニバル」

湯
有馬歳時記

１
９
時
釦
分
於
・
ゆ
け
む
り
広
場

今
年
か
ら
新
た
に
登
場
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
去
年
で
き
た
ゆ
け
む
り
広
場
で
ち
ょ
っ
と

な
つ
か
し
い
夜
店
が
開
か
れ
ま
す
。
あ
て
も
ん

や
さ
ん
・
お
も
ち
ゃ
や
さ
ん
・
ア
イ
ス
ク
リ
ン

や
さ
ん
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
お
店
が
い
っ
ぱ

い
。
ま
た
、
び
い
玉
。
め
ん
こ
選
手
権
大
会
も

予
定
さ
れ
て
ま
す
の
で
、
ガ
キ
大
将
の
方
も
そ

う
で
な
い
方
も
ぜ
ひ
腕
を
試
し
て
み
て
は
い
か

が
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
子
供
の
頃
を
思
い
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ほ
た
る
の
出
没
す
る
有
馬
の

夜
、
浴
衣
な
ど
を
着
て
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
し
な
が

ら
昔
風
の
縁
日
を
ど
う
ぞ
。

TEL(078)904-0731

灘ｉ 蕊縫襲

TEL(078)903-1.024

木遣りの備鯛勘飾坊
ＴＥＬ(078)904-0551

「
蝉
「
蝉

蕊
寒慧
“

UＰ
１
６８
１

テニスでいい汗

媒躍腎とつぶり

向陽闇
政府登録国際観光旅館

7k．象劇

旅は出会い
ほのぼの心を添えて
政府登録く登旅第7 8 号〉

●月光園

結婚式場を完備しています

態伝統と樵式を誇＆
冬斎

自然の恵みを
湯けむりに伝える
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騨異=風）

TEL(078)904-0701㈹

●

察

鯵蕊繍

ＴＥＬ(078)904-0181

曜堀一』

鑑嘩

昨年の「有馬のカーニバル」にはサンパチームも登場した

有
馬
温
泉
観
光
協
会
青
年
部
で
は
、
従
来
の

受
け
身
的
な
観
光
か
ら
参
加
す
る
観
光
へ
、
と

観
光
客
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
楽
し
め

る
よ
う
な
新
し
い
お
祭
り
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
ろ
い
ろ
企
画
し
ま
し
た
。
あ
な
た
は
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
す
か
？

有
馬
で
夏
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
み
ま
せ
ん
か
／
、

□
お
問
合
せ
先
・
有
馬
温
泉
観
光
協
会

雷
（
０
７
８
）
９
０
４
１
０
７
０
８

子
供
た
ち
の
楽
し
め
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ゲ

ー
ム
や
大
人
に
は
〃
楽
し
い
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ゲ

ー
ム
″
と
題
し
た
③
ゲ
ー
ム
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
親
子
そ
ろ
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

５
日
の
夜
は
サ
ン
バ
で
フ
ィ
ー
バ
ー
。
月
刊
神

戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー
ム
と
一
緒
に
若
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
発
散
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

☆
納
涼
盆
踊
り
大
会

８
月
辿
日
（
日
）
ｌ
蝿
日
（
火
）
於
・
湯
泉

神
社昔

な
つ
か
し
い
鎮
守
の
森
の
盆
踊
り
を
再
現

新
旧
の
有
馬
音
頭
は
も
ち
ろ
ん
、
盆
踊
り
に
欠

か
せ
な
い
曲
ば
か
り
。
太
鼓
の
音
が
響
き
ま

す
。

別館

有馬の歴史を願り続ける｢ いで湯の宿」

ＴＥＬ(078)904-0622 会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれまで
鶴’罰, 隠赫, し

宿泊客も思わず踊り出した

欽山は典雅な
日本風の館です

国際観光旅館

畷敏山

☆
第
４
回
有
馬
の
カ
ー
ニ
バ
ル

８
月
３
日
（
水
）
１
５
日
（
金
）
午
後
７
時

ｌ
ｕ
時
於
・
有
馬
銀
座
通
り

お
馴
染
み
の
「
あ
″
り
ま
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」

で
す
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
歩
行
者
天
国
。

①
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
ゾ
ー
ン

カ
ン
ト
リ
ー
バ
ー
で
の
ウ
ェ
ス
タ
ン
バ
ン
ド

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
射
撃
場
も
あ
り
ま
す
。

②
ス
テ
ー
ジ
。
ゾ
ー
ン

ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、
早
食
い
、
早
飲
み
競

争
、
ガ
マ
ン
大
会
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
夜
店
・
ゾ
ー
ン

縁
日
に
加
え
て
今
年
は
札
幌
定
山
渓
温
泉
と

の
提
携
加
周
年
に
あ
た
り
、
北
海
道
の
特
産
品

の
即
売
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

④
ゲ
ー
ム
・
ゾ
ー
ン

尖楽

雅ただようくつろぎの館

‘や｡鍵霞縦
ＴＥＬ(078)904-0781

敷地内から初きでる
日本雌古の蝿糸墜右賜温泉”

阪急ホテルチェーン

# 司馬１- 二: 可. 一ホテル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と菰糞と遊技場

有馬' ヘルズセン毎＝
ＴＥＬ(07帥904-2291

１
６９
１

別館楽山
銀水荘

ＴＥＬ(078)904-3656
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夏の神戸の知的祭典
サマー・フォーラム・イン・コウベ

港湾都市神戸は、近代化の流れの
中で､ 港町としての魅力や活力を失
いつつあるのが現状ではないでしょ
うか。文化が経済をリードする時代、
今こそ神戸の人づくりとまちづくり
は、新しい価値観による実践期へと
移行すべき時です。
神戸の歴史は国際都市への道その
ものでした｡ しかし、今後も国際的
な都市として存続し得るのでしょう
か。どの様な現況と疑問を前提とし
て、私達は、若者らしい独自の人間
開発を含めた、ソフト面でのまちづ
くり、､ 人づくりへの貢献を果たすべ
きであると考えています。
本年度2 5 周年を迎えた柵神戸青年
会議所は､ r 平和と繁栄を基に、地域
経済と国際性の創造一人づくり､ ま
ちづくり_ I を主テーマとした､ I ~ 夏の
神戸の知的祭典_ I サマー・フォーラ
ム・イン・コウベを開催致します。
昨年、国際‘経済･ 行政・文化・

社会の五木柱により、ＪＣウイーク

（社) 神戸青年会議所理事長月岡清市
イン・コウベが開催され、六項目に
渡りメモランダムが採択されました
カミ本年は、より一層それらを具体
化し、一歩でも踏み込んだ事業展開
をするべく､ r 国際」と「経済」に焦
点を絞り、その中に息づくｒ入」を
あらゆる角度から捉えてみたいと考
えています。
神戸国際経済人会議は、私達の地
域とも言うべきアジアに着目し、日
本の基盤を左右するのはアジア圏の
，国々、人々であるとの認識にたち開
催するものです｡ 真剣に日本の平和
と繁栄を検討する１１糸彼等との友好
関係はきわめて重要と言えましょう。
マリコ寺崎には｢ : 人類の平和｡ | を、

鞭神戸青年会議所
鵡築／社団法人神戸肖年会鯛所･ 会務室広鞭企画美員会
駒6 5 l 神戸市中央区浜辺通５－１－１４
神戸商工貿易センクーピル内
T E L （０７８）２５１－００８５（代）

アレキサングー・ヘイグ元米国務長
官には､ r 世界平和」を求め、フォー
ラム全体の事業が参加者の確固たる
危機意識につながり、さらに私達の
､ 新たな町や国、世界を創造する為の
インパクトとなれば幸いです。
しかし、伝統ある文化、確固たる

経済基盤､ 空港等の新交通システム
等々、世界の情報基地としての能力
を完備したまちづくりが出来た･ とし
ても、それに対応する人、人間関係
がなければ充分に機能しません。そ
れに取り組むの滅私達神戸ＪＣの
' 使命であろうと考えています。
未来にむけてのｒ存続」を‘図る為、
ｒ自由」を問い直し、地域に密着し
た事業を展開するごとぶ２５周年を
,迎えた私達の義務なのです力、ＡＬ，
.Ｌ・ＫＯＢＥ・ＪＡＹＣＥＥＳによ７０
る「新国際都市の創造」を五ヶ年計，
画の中で具体的に示ずごとで、今後
共､ 一層積極的な運動を推進してゆ
こうと決意しています。月岡清市
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国
際
都
市
神
戸
の
未
来
像
を
探
る

尤
現
在
、
在
神
外
国
人
を
対
象
に
、

外
国
人
か
ら
み
た
神
戸
の
国
際
性
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
分
析
を
も
と
に
、
「
国
際
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
行
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
の
こ
れ
か
ら

の
民
間
外
交
、
国
際
交
流
な
ど
多
目
的

な
国
際
性
の
追
求
を
は
か
り
た
い
で
す

ね
。金

栄
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は
一
般
市
民

の
方
に
広
く
参
加
し
て
欲
し
い
で
す
ね

尤
「
い
い
街
写
そ
う
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
一
般
市
民
の
方
か

ら
神
戸
の
街
の
写
真
を
募
集
し
（
６
月

１
日
ｌ
溺
日
）
、
入
選
作
品
を
７
月
Ⅳ

日
に
発
表
し
ま
す
。
優
秀
作
品
で
８
枚

１
組
の
絵
ハ
ガ
キ
を
作
る
予
定
で
す
。

優
秀
作
品
を
中
心
に
ス
ラ
イ
ド
を
作
成

し
、
そ
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
、
神

市
民
と
の
交
流
を
深
め

新
た
な
国
際
都
市
づ
く
り
を

寺
本
勤
八
会
員
交
流
・
会
員
拡
大
・
会
員
開
発
担
当
副
理
那
長
Ｖ

金
栄
敏
成
八
社
会
開
発
・
錘
済
朋
発
担
当
副
理
事
長
Ｖ

尤
昭
福
八
国
際
・
都
市
政
策
・
教
育
・
文
化
副
理
蔀
長
Ｖ

庚
垣
良
奉
八
専
務
理
事
Ｖ

佳
済
人
と
し
て
定
で
す
。

八
出
席
者
Ｖ

↓
『
↓
今
到
勤
八
．

井
上
尚
樹
八
五
ヵ
年
計
画
特
別
委
員
会
担
当
副
理
事
長
Ｖ
金
栄
敏
成
Ａ

石
丸
識
太
郎
八
空
港
問
題
特
別
委
員
会
担
当
副
理
事
長
Ｖ
尤
昭
福
八

沓
脱
安
宏
八
総
務
・
広
報
企
画
・
例
会
担
当
副
理
事
長
Ｖ
度
垣
良
奉
八

ｌ
昨
年
の
Ｊ
ｃ
ウ
ィ
ー
ク
・
イ
ン
．
や
行
政
と
関
わ
る
か
、
経
済
人
と
し
て

コ
ウ
ベ
に
引
き
続
き
、
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
五
カ
年
計
画
の
事

ラ
ム
・
イ
ン
・
コ
ウ
ベ
が
早
く
も
話
題
業
と
し
て
発
表
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

を
呼
ん
で
い
ま
す
。
催
し
を
担
当
し
て
す
。
そ
れ
が
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

お
ら
れ
ま
す
副
理
事
長
の
方
々
に
お
集
の
大
き
な
目
的
で
す
。

ま
り
頂
き
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ｌ
そ
れ
ぞ
れ
の
催
し
に
つ
い
て
慨

ま
す
。
ま
ず
皇
蝶
切
に
、
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
略
を
お
話
し
下
さ
い
。

ラ
ム
の
概
要
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
尤
夏
季
経
営
セ
ミ
ナ
ー
（
７
月
８
日

尤
こ
の
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
神
と
９
日
）
は
、
神
戸
経
済
同
友
会
と
の

戸
Ｊ
Ｃ
泌
周
年
事
業
の
一
環
で
す
。
共
催
で
、
今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
に
至
る
流
れ
を
簡
単
に
申
し
ま
本
田
技
研
・
杉
浦
英
男
会
長
、
三
洋

す
と
、
「
詣
周
年
祝
賀
会
」
（
１
月
）
「
六
電
機
・
井
植
薫
社
長
、
南
禅
寺
・
勝
平

甲
山
セ
ミ
ナ
ー
」
（
３
月
）
で
、
そ
れ
宗
徹
管
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
「
心

ぞ
れ
、
Ｏ
Ｂ
と
現
役
と
の
ふ
れ
あ
い
、
の
時
代
と
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
大
い
に

行
政
と
の
整
合
性
を
確
認
し
て
き
ま
し
論
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま

た
。
そ
し
て
５
月
の
神
戸
ま
つ
り
で
は
す
。
「
国
際
経
済
人
会
議
」
は
、
「
世
界

「
第
一
回
神
戸
丁
Ｃ
国
際
市
民
ロ
ー
ド
に
は
ば
た
く
若
き
リ
ー
ダ
ー
像
」
を
メ

レ
ー
ス
大
会
」
等
を
中
心
と
し
て
、
市
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
神
戸
製
鋼
所
・

民
と
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
い
牧
冬
彦
社
長
に
基
調
講
演
を
お
願
い
し

よ
い
よ
７
月
８
日
ｌ
肥
日
に
サ
マ
ー
フ
て
い
ま
す
。
基
調
講
演
の
後
、
３
つ
の

オ
ー
ラ
ム
を
行
い
ま
す
が
、
坊
年
目
を
分
科
会
に
分
れ
て
討
議
・
発
表
し
、
神

迎
え
た
神
戸
Ｊ
Ｃ
が
、
ど
う
地
域
社
会
戸
大
学
伊
賀
隆
教
授
に
講
評
を
頂
く
予

7１
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１
７２
１

戸
の
良
さ
と
こ
れ
か
ら
の
国
際
都
市
神

戸
の
あ
る
べ
き
姿
を
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ぐ

っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
コ
ミ
関
係
者
、
そ
し
て
Ｊ
Ｃ
の
メ
ン

バ
ー
で
す
。
つ
ま
り
、
経
済
界
だ
け
で

な
く
、
文
化
人
、
一
般
市
民
が
多
数
参

加
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

神
戸
Ｊ
Ｃ
は
昭
和
“
年
以
降
、
空
港

問
題
に
取
り
組
ん
で
来
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
催
し

が
一
つ
の
仕
上
げ
で
あ
り
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
へ
の
始
ま
り
だ
と
考
え
て
い
ま
す

寺
本
式
典
及
び
懇
親
会
も
、
色
々
と

楽
し
み
で
す
ね
。

沓
脱
へ
イ
グ
記
念
講
演
が
終
了
後
、

式
典
を
行
い
ま
す
が
、
今
の
時
代
に
あ

っ
た
、
Ｊ
Ｃ
ら
し
い
質
素
で
内
容
の
あ

る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

式
典
の
後
、
懇
親
会
を
市
民
広
場
で
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
風
に
や
り
た
い
。
天
候
が

お
て
ん
と
う
さ
ま

心
配
で
す
が
、
よ
く
御
天
道
様
に
お
願

い
を
し
て
（
笑
）
。
た
だ
飲
ん
で
食
べ
て

と
い
う
事
で
は
な
く
、
神
戸
Ｊ
Ｃ
型
年

間
の
感
謝
と
訓
年
、
妬
年
に
む
け
て
の

ご
指
導
、
ご
協
力
の
お
願
い
を
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ｌ
最
終
的
に
発
表
さ
れ
る
「
五
カ
年

計
画
」
が
大
変
注
目
さ
れ
ま
す
ね
。

井
上
今
年
一
年
間
は
、
す
べ
て
「
５

カ
年
計
画
」
の
策
定
に
む
け
て
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
き
た
わ
け
で
す

が
、
こ
の
事
業
は
実
は
大
変
な
こ
と
な

ん
で
す
。
Ｊ
Ｃ
の
運
動
そ
の
も
の
が
基

本
的
に
問
わ
れ
る
事
業
と
い
え
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
Ｊ
Ｃ
は
毎
年
組
織
が

変
わ
り
、
役
員
が
変
わ
り
、
卒
業
制
度

も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で

タ
カ
派
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
私
は
ハ
ト
派
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ハ
ト
派
ゆ
え
に
解
任
さ
れ
た
と
も

言
え
ま
す
。
同
時
通
訳
設
備
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
テ
ー
マ
は
、

「
世
界
に
か
け
る
国
際
平
和
」
（
仮
題
）

で
、
日
本
に
お
け
る
神
戸
、
世
界
に
お

け
る
神
戸
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
話
と

な
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
世
界
平

和
の
危
機
感
を
少
し
で
も
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
人
づ
く
り
、
町
づ
く
り
の
イ

ン
パ
ク
ト
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
如
分
の
基
調
講
演
の
後
か

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
考
え
て

い
ま
す
。

尤
空
港
問
題
も
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
中
で
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

石
丸
私
は
神
戸
Ｊ
Ｃ
で
は
空
港
問
題

に
取
り
組
ん
で
来
て
い
ま
す
が
、
７
月

肥
日
午
後
か
ら
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
和
楽
の
間
で
、
現
在
募
集
中
（
６
月

卵
日
締
切
り
）
の
神
戸
沖
空
港
に
つ
い

て
の
論
文
の
入
賞
者
発
表
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
視
察
団
の
結
団
式

も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

こ
の
視
察
団
は
四
十
名
ほ
ど
で
構
成

さ
れ
ま
す
が
、
参
加
さ
れ
る
方
々
は
、

ま
ず
今
回
の
論
文
の
最
優
秀
賞
受
賞
者

そ
れ
か
ら
審
査
委
員
長
の
伊
賀
隆
神

戸
大
学
教
授
、
作
家
の
武
田
芳
一
さ
ん

ク
イ
ー
ン
神
戸
、
県
・
市
の
関
係
者
、

婦
人
団
体
協
議
会
、
商
工
会
議
所
、
マ

マ
リ
コ
と
ヘ
イ
グ
か
ら
学
ぶ
国
際
平
和

金
栄
今
年
の
神
戸
Ｊ
Ｃ
活
動
の
特
色

は
、
国
際
性
の
中
か
ら
人
づ
く
り
、
町

づ
く
り
を
通
じ
て
青
年
会
議
所
運
動
を

も
う
一
度
捉
え
直
そ
う
と
い
う
点
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
マ
リ
コ
寺
崎
氏

や
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ヘ
イ
グ
氏
と
い

う
人
選
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
共
通
テ

ー
マ
は
「
新
国
際
都
市
に
お
け
る
協
調

と
発
展
」
（
予
定
）
で
、
特
に
マ
リ
コ
寺

崎
氏
に
は
「
平
和
と
国
際
交
流
」
に
つ

い
て
講
演
を
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。

マ
リ
コ
寺
崎
さ
ん
は
、
マ
ス
コ
ミ
等

で
有
名
で
す
が
、
彼
女
の
知
ら
な
い
間

に
、
日
米
開
戦
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
マ
リ
己
の
名
が
使
わ
れ
、
思
わ
ぬ

運
命
を
辿
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

彼
女
の
人
類
平
和
を
願
う
活
動
家
と
し

て
の
生
き
様
は
、
我
々
の
求
め
る
国
際

性
や
国
際
交
流
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
教
育
に
つ
い
て
も
、
彼
女
自
身

日
本
や
中
国
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
で
も

教
育
を
受
け
た
経
験
が
あ
り
、
十
二
分

に
話
を
伺
え
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

子
ど
も
を
持
つ
母
親
を
は
じ
め
、
女
性

の
参
加
を
お
待
ち
致
し
て
い
ま
す
。

寺
本
へ
イ
グ
氏
は
も
う
皆
さ
ん
ご
存

知
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
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金栄敏成氏尤 昭福氏

と
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
何
を
す
べ
き
か
模
索
中
で
す
。

度
垣
行
政
か
ら
の
依
頼
や
情
報
な
ど

も
、
最
近
は
多
く
な
り
ま
し
た
。
市
民

か
ら
の
要
望
も
今
後
益
々
多
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
三
者
一
体
と
な
っ
て
、
地

域
社
会
に
根
ざ
し
た
事
業
展
開
を
図
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
。
つ
ま
り
、
考
え
る
団
体
と
か
、
提

言
す
る
団
体
と
か
、
実
行
す
る
団
体
と

か
、
も
の
申
す
団
体
で
あ
る
と
か
、
色

々
な
性
格
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
率

先
垂
範
型
か
ら
、
経
済
志
向
型
化
し
つ

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
実
行

す
る
団
体
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

沓
脱
妬
周
年
祝
賀
会
に
Ｏ
Ｂ
の
半
数

が
参
加
さ
れ
た
と
い
う
事
は
、
Ｏ
Ｂ
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
行

っ
て
お
り
、
現
役
に
対
す
る
理
解
度
が

増
し
て
い
る
証
明
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

井
上
今
年
ほ
ど
、
Ｏ
Ｂ
と
現
役
と
が

協
調
し
て
運
動
し
た
年
は
、
過
去
に
な

か
っ
た
で
す
ね
。
新
し
い
事
業
も
、
過

去
の
実
力
を
ふ
ま
え
て
展
開
す
れ
ば
、

我
々
の
考
え
て
い
る
以
上
に
広
が
り
が

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。

石
丸
新
国
際
都
市
に
つ
い
て
一
言
。

な
ぜ
〃
新
″
が
つ
く
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
国
際
都
市
と

い
う
こ
と
で
は
東
京
や
大
阪
も
そ
う
言

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ

ま
で
に
言
わ
れ
て
来
た
国
際
都
市
と
は

一
味
違
っ
た
国
際
都
市
を
め
ざ
さ
な
い

五
カ
年
計
画
を
考
え
る
場
合
、
Ｊ
Ｃ
と

は
何
か
、
Ｊ
Ｃ
運
動
と
は
何
か
な
ど
と

い
う
根
本
的
な
問
題
に
ふ
れ
ざ
る
を
得

な
い
わ
け
で
す
。

現
在
、
さ
て
何
を
す
る
か
と
模
索
し

て
い
る
訳
で
す
が
、
一
つ
の
考
え
方
は

Ｊ
Ｃ
が
運
動
を
展
開
す
る
際
、
新
し
い

運
動
組
織
体
の
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
、
Ｊ
Ｃ
に
は
資
金
調
達
能
力

が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
社
会
的
に
還
元

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う

問
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
を
今
度
の
式
典
で
発
表
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議鍵蕊！

灘

１
７３
１

井上

鍵鱗露

瀞
辰垣良奉氏

行
政
や
市
民
と
の
三
者
一
体
事
業
を

庚
垣
今
年
は
距
周
年
記
念
事
業
と
い

う
こ
と
で
、
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
域
の
根
幹
に
関
す
る
問
題
と

継
続
的
に
取
り
組
む
場
合
、
単
年
度
制

だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
問
題
に
も
検
討
を
加
え
、
ま
た
過
去

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
短

期
、
中
期
的
な
運
動
を
展
開
し
て
い
こ

う
と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
で
す

ｌ
最
近
の
Ｊ
ｃ
活
動
に
つ
い
て
一
言

金
栄
Ｊ
Ｃ
の
運
動
は
こ
れ
ま
で
特
定

の
人
と
の
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、
特

定
の
人
か
ら
評
価
さ
れ
て
き
た
き
ら
い

が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
特
定
の
対
象
か

ら
一
歩
ふ
み
出
し
た
活
動
に
昇
華
し
つ

つ
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

寺
本
Ｊ
Ｃ
の
性
格
づ
け
に
つ
い
て
も

考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

勤氏寺本 沓脱安宏氏 石丸鐘太郎氏 尚樹氏
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関
西
貿
易
株
式
会
社

取
締
役
社
長
竹
田
剛
男

神
戸
市
兵
庫
区
出
在
家
町
二
’
六
’
一
九

堆
話
（
○
七
八
）
六
七
一
’
六
○
一
二

●
夏
季
経
営
セ
ミ
ナ
ー

「
心
の
時
代
と
経
営
」

７
月
８
日
（
金
）
加
時
ｌ
坊
時

７
月
９
日
（
土
）
加
時
ｌ
岨
時

生
田
神
社
会
館

講
師
／
杉
浦
英
男
（
本
田
技

研
会
長
）
勝
平
宗
徹
（
南
禅

寺
管
長
）
井
植
蕪
（
三
洋
電

機
社
長
）

田
崎
真
珠
株
式
会
社

取
締
役
社
長
田
崎
俊
作

平
和
と
繁
栄
を
基
に
、

地
域
経
済
と
国
際
性
の
創
造

の
こ
三
三
ｍ
刀

詞
○
刀
匡
三

一
コ
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

六
○
国
、

人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り

●
国
際
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

「
新
国
際
都
市
を
め
ざ
し
て
」

７
月
９
日
（
土
）
晦
時
、
’
四
時

パ
ネ
ラ
ー
／
鳥
居
幸
雄
（
神

戸
市
港
湾
局
長
）
ジ
ョ
ー
ジ

・
ダ
ン
カ
ン
（
リ
プ
ト
ン
紅

茶
社
長
）
陳
徳
仁
（
華
僑
歴

史
博
物
館
館
長
）
ジ
ェ
イ
・

ク
ラ
ッ
ク
（
ペ
ル
シ
ャ
館
館

講
師
／
牧
冬
彦
（
神
戸
製

鋼
所
社
長
）

分
科
会
講
評
／
伊
賀
隆
（
神

戸
大
学
経
営
学
部
教
授
）

神
戸
市
ロ
央
区
放
塚
通
六
’
三
’
一
○

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
’
三
三
二
一

神
栄
石
野
証
券
株
式
会
社

取
締
欝
農
石
野
成
明

神
戸
市
中
央
灰
粟
町
通
一
－
二
－
五

晒
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
○
○
○
一

株
式
会
社

神
戸
マ
ツ
ダ
モ
ー
タ
ー
ス

１
７４
１

光
印
刷
株
式
会
社

取
締
役
社
長
南
部
圭
三

西
宮
市
津
田
町
三
－
六

電
話
（
○
七
九
八
）
三
六
’
一
五
五
一

土
居
自
動
車
工
業
株
式
会
社

㈱
ジ
ェ
ミ
ニ
オ
ー
ト
神
戸
西

代
表
取
締
役
土
居
丈
治

神
戸
市
長
田
区
腕
塚
町
一
’
一
’
二
○

電
話
（
○
七
八
）
六
四
三
－
○
四
八
三

跡
表
取
締
霊
橋
本
一
豊

バ
ン
ド
ー
化
学
株
式
会
社

祁
表
噸
津
雀
部
虎
四
郎

神
戸
爾
典
区
璽
羊
通
六
’
一
’
一
二

三
宮
ピ
ル
束
館

電
話
（
○
七
八
）
二
三
二
’
一
一
九
二
三

株
式
会
社

ケ
イ
・
ピ
ー
・
ア
ー
ル

代
表
取
締
役
山
田
芳
信

神
戸
市
中
央
区
東
町
一
二
三
’
一

貿
易
ピ
ル

電
話
（
○
七
八
）
三
一
二
’
八
四
六
二

三
田
国
際
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

関
西
観
光
開
発
株
式
会
社

織
表
取
締
錘
片
山
開

建
議
斡
秘
剰
穂
八
ｒ
三
望

神
一
再
営
業
所
・
兵
庫
柳
原
町
九
五
‐
一

電
話
（
○
七
八
）
六
五
二
’
○
○
三
九

正
興
産
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
秋
田
博
正

西
宮
市
久
保
町
二
ｉ
一

弛
話
（
○
七
九
八
）
二
二
－
二
七
○
一

●
国
際
経
済
人
会
議

「
世
界
に
は
ば
た
く
若
き
リ

ー
ダ
ー
像
」

７
月
蝿
日
（
土
）
娼
時
ｌ
Ⅳ
時

神
戸
チ
サ
ン
ホ
テ
ル

神
戸
市
兵
庫
区
東
柳
原
町
三
’
一
○

電
話
（
○
七
八
）
六
七
一
’
五
○
三
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株
式
会
社
木
下
真
珠

代
表
取
締
役
木
下
章
夫

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
一
’
七
’
七

電
話
（
○
七
八
）
二
二
一
’
○
四
八
七

長
）
ア
リ
ス
テ
ア
・
シ
ー
ト

ン
（
神
戸
大
学
講
師
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
－
／
月
岡

清
市
（
神
戸
Ｊ
Ｃ
理
事
長
）

●
マ
リ
コ
寺
崎
ミ
ラ
ー
講
演

「
平
和
と
国
際
交
流
に
つ
い

て
」７

月
Ⅳ
日
（
日
）
、
時
ｌ
岨
時

神
戸
国
際
会
議
場

講
師
／
マ
リ
コ
寺
崎
ミ
ラ
ー

●
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ヘ
イ

グ
記
念
講
演

「
新
国
際
都
市
に
お
け
る
協

調
と
発
展
」
（
仮
題
）

塩
屋
土
地
株
式
会
社

代
表
取
締
役
井
植
貞
雄

神
戸
市
垂
水
区
青
山
台
一
’
一
一
八
’
一
四

逝
話
（
○
七
八
）
七
五
一
－
二
二
一

Alll(IBIJIWGHS1983

●
懇
親
会

ヘ
イ
７
月
蝿
日
（
月
）
Ⅳ
時
訓
分
１

肥
時
訓
分

る
協
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
市
民
広

場

、
国
富
》
富
国
詞

司
⑤
園
ご
冨

胃
璽

属
◎
園
邑

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
瑚
俳
本
社

総
表
取
締
訟
上
島
達
司

神
一
戸
市
中
央
区
多
剛
通
五
’
一

弛
話
（
○
七
八
）
三
六
一
－
八
八
○
○

急
閉
周
年
記
念
式
典

五
ケ
年
事
業
発
表

７
月
肥
日
（
月
）
蝿
時
鋤
分
ｌ

Ⅳ
時
巧
分

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
借
楽
の

間 ●
空
港
視
察
団
結
団
式

７
月
蝿
日
（
月
）
辿
時
皿
分
ｌ

ｕ
時
卵
分

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
和
楽
の

間 ③
例
会

７
月
妃
日
（
月
）
岨
時
ｌ
ｕ
時

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
和
楽
の

間 ７
月
肥
日
（
月
）
旭
時
ｌ
妬
時

鋤
分

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
借
楽
の

間講
師
／
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・

ヘ
イ
グ
（
元
ア
メ
リ
カ
国
務

長
官
）

六
甲
バ
タ
ー
株
式
会
社

誠
表
郷
締
訟
塚
本
哲
夫

神
戸
関
央
区
坂
口
通
一
－
一
一
一
ｌ
一
三

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
－
四
六
八
一

角
田
内
外
国
特
許
事
務
所

所
長
弁
理
士
角
田
嘉
宏

神
戸
市
中
央
区
束
町
一
二
三
－
一

貿
易
ピ
ル
九
階

電
話
（
○
七
八
）
三
二
一
’
八
八
二
二

株
式
会
社
神
戸
眼
鏡
院

専
務
取
締
役
鳥
越
哲

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
三
上
ハ
ー
ー
ニ

電
話
（
○
七
八
）
三
二
一
’
一
二
一
二

株
式
会
社
神
戸
夙
月
堂

跡
表
取
締
謎
下
村
光
治

神
一
星
眼
典
区
元
町
通
三
’
三
’
一
○

電
話
（
○
七
八
）
三
二
一
’
五
五
五
五

１
７５
１

沢
の
鶴
株
式
会
社

常
務
取
締
役
西
村
隆
治

神
戸
市
溌
区
新
在
家
南
町
五
１
－
’
一
一

奄
話
（
○
七
八
）
八
八
一
’
一
二
三
四

●
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

「
い
い
街
写
そ
う
、
ス
ナ
ッ

プ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
新
国

際
都
市
神
戸
の
街
づ
く
り
」

７
月
Ⅳ
日
（
日
）
超
時
ｌ
蛎
時

釦
分

神
戸
国
際
会
議
場

パ
ネ
ラ
ー
／
名
生
昭
雄
（
鈴

蘭
台
西
高
等
学
校
教
諭
）
他

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
／
西
本

博
（
神
戸
Ｊ
Ｃ
都
市
政
策
委

員
長
）

合
名
会
社
高
橋
兄
弟
商
会

代
表
社
員
高
橋
利
栄

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
一
’
六
－
二
○

砥
話
（
○
七
八
）
二
二
一
’
○
○
七
五

株
式
会
社
北
野
ク
ラ
ブ

社
長
浅
木
幸
雄

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
一
’
五
’
七

電
話
（
○
七
八
）
二
二
二
’
五
一
二
三
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1 ”

の
メ
ン
バ
ー
Ⅳ
名
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、

披
餓
さ
れ
た
。
シ
ャ
ム
ダ
サ
ー
ー
さ
ん
の
軽
妙
な
司
会

に
よ
っ
て
、
オ
ー
プ
ー
ー
ン
グ
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
街
着

か
ら
、
外
出
蒲
、
パ
ー
テ
ィ
ド
レ
ス
ま
で
バ
ラ
エ
テ

ィ
豊
か
な
椛
成
が
楽
し
い
。
素
人
と
は
い
え
、
各
国

の
メ
ン
バ
ー
の
モ
デ
ル
さ
ん
達
は
姿
勢
の
良
い
歩
き

ぶ
り
で
笑
顔
が
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
。
さ
す
が
洋
服
の
着

こ
な
し
は
、
皿
歳
の
少
女
か
ら
帥
代
の
シ
ル
パ
ー
ミ

セ
ス
ま
で
堂
に
入
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

ヘ
フ
プ
パ
ー
ン
が
映
画
で
薪
用
し
た
カ
ク
テ
ル
ド
レ

ス
や
モ
ナ
コ
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
王
女
着
用
の
子
供
服

も
花
を
添
え
た
。
女
性
客
に
は
洋
裁
に
郷
わ
る
人
が

多
く
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
大
丸

で
は
こ
の
間
、
ジ
バ
ン
シ
ィ
ウ
ィ
ー
ク
と
称
し
た
が

お
か
げ
で
ジ
バ
ン
シ
ィ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
よ
く
売
れ

た
そ
う
だ
。

☆
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
着
こ
な
し
と
歩
き
ぶ
り
に
喝
采

恒
例
行
率
に
な
っ
た
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｓ

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
主
催
の
春
の
行
事
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
５
月
、
日
、
神
戸
外
国
倶
楽

部
で
開
か
れ
た
。
㈱
ダ
イ
エ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
ス

★
ジ
バ
ン
シ
ィ
ウ
ィ
Ｉ
ク
で
売
れ
行
き
も
好
剛

パ
リ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
界
の
第
一
人
者
、
１

ベ
ー
ル
・
ド
・
ジ
パ
ン
シ
ィ
の
メ
ゾ
ン
創
立
”
周
年

を
記
念
し
て
、
日
本
で
も
蕊
大
な
シ
ョ
ー
や
加
年
回

噸
展
が
全
国
９
カ
所
で
催
さ
れ
た
。
大
丸
神
戸
店
で

は
５
月
鱒
日
、
フ
ラ
ン
ス
総
領
事
や
店
長
に
よ
る
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
で
回
顧
展
が
始
ま
り
、
一
週
間
で
１
万

１
７６
１

ロ
か
ら
６
日
間
、
芦
屋
の
ギ

（
パ
レ
エ
レ
ガ
ン
ス
ピ
ル
２

い
Ｆ
）
で
催
さ
れ
た
。
生

樗
徒
鋤
名
の
作
品
刷
点
が

品
展
示
さ
れ
た
が
、
ア
ク

群
セ
サ
リ
ー
を
主
体
に
．

ん
－
ス
タ
ー
、
パ
タ
ー
ナ

雲
イ
ブ
、
ア
イ
ス
ペ
ー
ル

ォ
小
皿
、
照
明
器
具
等
作

ィ
品
は
多
種
多
彩
。
山
●
で

存
も
習
い
始
め
て
三
カ
月

ア
の
門
園
さ
ん
は
、
ガ
ラ

ス
の
フ
ロ
ァ
ラ
ン
プ
に
挑
戦
し
、
豪
華
な
作
品
が
完

成
し
た
。
彫
金
歴
４
１
５
年
の
女
性
が
多
く
、
繊
細

で
本
物
志
向
の
デ
ザ
イ
ン
が
多
く
見
ら
れ
、
色
石
、

象
牙
、
真
珠
と
の
組
み
合
わ
せ
も
多
い
。
こ
れ
ら
は

展
示
即
売
さ
れ
、
２
年
後
の
作
品
展
へ
向
け
て
活
動

が
始
ま
る
。

れ
を
女
学
生
に
形
ど
っ
た
も
の
、
人
形
の
置
き
物
を

か
ね
た
芳
香
剤
入
れ
な
ど
、
さ
す
が
に
ご
婦
人
の
ア

イ
デ
ア
と
い
っ
た
感
じ
。
松
本
さ
ん
は
「
安
い
材
料

で
ど
な
た
に
で
も
簡
単
に
作
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
発
表
し
て
み
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。
会
場

に
ひ
ろ
が
る
パ
ン
の
花
は
生
活
の
中
の
美
し
い
ゆ
と

り
を
漂
よ
わ
せ
て
い
る
。

て
こ
な
い
と
い
っ
た
迫
力
あ
る
ス
タ
ジ
オ
だ
。
自
世

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

取
り
入
れ
て
み
て
は
。
口
入
会
金
／
５
０
０
０
円

（
１
年
間
有
効
）
受
諦
料
／
チ
ケ
ッ
ト
プ
ッ
ク
－
５

０
０
０
円
お
問
い
合
わ
せ
神
豆
巾
中
央
区
三
宮

町
１
１
６
１
鰹
露
（
０
７
８
）
３
３
１
１
５
２
４
１

☆
趣
味
を
生
か
し
て
生
活
に
美
し
い
ゆ
と
り
を

５
月
唯
日
Ｉ
Ⅳ
日
松
本
勝
子
ク
ラ
フ
ト
教
室
が
プ

ラ
ン
タ
ン
広
場
に
お
い
て
「
パ
ン
の
花
と
紙
粘
土
展
」

と
題
し
て
発
表
会
を
催
し
た
。
会
場
に
は
季
節
に
マ

扇
④
男
闇
弓
鱈
駒
題
画
ｅ
園
勘
弓
邑
胃

幽
丈
に
よ
り
．
ス

ト
ア
ブ
ラ
ン

ド
の
ロ
リ
ー

リ
ナ
、
オ
・
プ

ぷ
一
フ
ン
友
ジ
ン
・

郭
ジ
ャ
パ
ン
、

モ
ロ
ベ
リ
ア
、

唾
ジ
ョ
セ
フ
・

と
マ
グ
ニ
ン
・

々
ジ
ャ
パ
ン
の

堂
４
ブ
ラ
ン
ド

の
夏
物
商
品

が
、
Ｋ
Ｗ
Ｃ

一
週
間
で
１
万

１
千
人
の
観

グ
客
が
詰
め
か

ン
け
た
。
ア
フ

ェ
ク
ヌ
ー
ン
ド

イ
レ
ス
と
イ
ヴ

錘
ニ
ン
グ
ド
レ

蕊
ス
か
ら
オ
ー

誼
ト
ク
チ
ュ
ー

そ
ル
の
神
髄
と

秘
い
え
る
代
表

融
作
印
点
が
展

溜
示
さ
れ
、
オ

ー
ド
リ
ー
。

☆
神
戸
の
オ
シ
ャ
レ
人
間
は
健
康
美
か
ら

今
大
流
行
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
。
こ
れ
を
よ
り
発
展

★
ギ
ィ
・
ポ
ー
ラ
ン
氏
神
戸
を
訪
れ
る

フ
ラ
ン
ス
の
ギ
ィ
・
ポ
ー
ラ
ン
（
諏
歳
）
は
、
今

プ
レ
タ
ポ
ル
テ
界
で
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
こ
の
度
兼
松
江
商
と
の

ラ
イ
セ
ン
ス
化
が
成
立
し
、
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
㈱
に

よ
る
ウ
エ
ア
ー
部
門
の
製
造
・
販
売
が
内
定
し
た
。

ん
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
大
い
に
期
待
し
て
お
り
、
来
秋

冬
物
か
ら
一
一
ツ
ト
・
布
吊
の
二
つ
の
展
開
に
な
る
で

し
ょ
う
」
と
語
っ
た
。
シ
ン
プ
ル
で
か
つ
優
し
く
表

硯
さ
れ
て
い
る
洋
服
を
身
に
着
け
た
ギ
ィ
・
ポ
ー
ラ

ン
チ
ッ
ク
な
女
性
が
神
戸
で
見
ら
れ
る
の
も
近
く
な

り
そ
う
だ
。

帳
蕊
羅
蓬
濡
薬
篭
〆

ズ
・
コ
ウ
ダ
の
作
品
展
〃
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｒ
Ｙ
＆
Ｃ
Ｒ

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
〃
が
５
月
溺
日
か
ら
６
日
間
、
芦
屋
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
芦
屋
メ
イ
ト
角
レ
エ
レ
ガ
ン
ス
ピ
ル
２

的
に
紹
介
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｆ
Ａ
の
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
で
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ａ
を
㈱
Ｊ
Ｕ
Ｎ
が
発
足
し
、

２
月
末
よ
り
神
戸
三
宮
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｏ
に
登
場
し
た
。
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
も
本
場
ア
メ
リ
カ
か
ら
派
遺
。
チ

ケ
ッ
ト
制
で
自
由
に
参
加
で
き
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
で

き
る
。
本
物
の
美
し
さ
は
決
し
て
誇
麗
に
は
生
ま
れ

ん
ツ
チ
し
た
パ
ン
の

轄
花
が
見
事
に
飾
ら

松
れ
て
お
り
、
今
回

椎
の
主
力
作
品
で
あ

ま
る
創
作
紙
粘
土
の

亜
作
品
も
パ
ン
の
花

禰
に
素
敵
に
囲
ま
れ

の
て
い
た
・
殿
方
の

や
愛
し
の
ボ
ト
ル
入

〃
、
；
〃
１
ｔ
．
‐
ｊ
●
．

鋤

灘
力強いアクションで

川上社長と握手する
ギィ・ポーラン氏
れ記ポ㈱オホ
た者１にＩテ
が会うよルル

イ同れ記ポ㈱オホ神そ

糸継襲艇ル燕鳥
Ｉ長、見ンろスに１５
ラは川が初ギタお卜月
ン－，上催来イイいピ２６
さギ勉さ神・ルてア日
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RＹ

白
昼
の
都
市
は
、
光
と
ス
カ
ッ
シ
ュ
。

女
た
ち
は
、
熱
帯
夜
の
夢
を

み
せ
て
あ
げ
た
く
な
る
の
で
す
。

、／

予
感
…
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
ゲ
ー
ム
。

〕
⑳
い
い
両
刀
一
Ｎ
ア
ー
ミ
ア
切
匡
一
三
三
一
両
刀
○
○
屍
Ｆ
、
。
『
一
ｏ
ｚ
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●ＫＯＢＥＥＸＣＥＬＬＥＮＴＳＨＯＰ
ハイカラ神戸の

《神戸シャツ》

贈答にギフト券や仕立券付生地を

鰯議店美しいシルエットと

神ﾉﾗ市lll央区ﾉﾋ町通11~'二14-13念331-3112
ノ

優れた機能』性を追求 ･ このシリーズはファッション都市ＫＯＢＥへの
私たちの願いをこめて. ･ ･ ･

蜜毒

型
紙
と
兇
本
布
地
は
永
久
に
保
存
さ
れ
る
シ
仕
立
て
る
ド
レ
ス
シ
ャ
ッ
な
ど
最
高
の
お
し

素
晴
ら
し
い
で
す
よ
」
と
創
業
二
十
・
一
年
目
ら
れ
る

れ
る
。
全
て
男
性
の
技
能
者
に
よ
っ
て
仕
立
布
地
は
国
産
、
舶
来
と
も
天
然
繊
維
に
序

て
ら
れ
る
の
が
特
徴
だ
。
大
体
二
〜
三
週
間
例
的
な
人
気
が
あ
り
、
フ
ィ
ス
バ
ー
、
ハ
ウ

場
を
持
ち
、
直
営
店
は
七
店
舗
。
一
人
ず
つ
逆
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
は
、
職
場
の
雰
囲
気

店
も
多
か
っ
た
が
、
プ
レ
タ
の
普
及
で
現
在
っ
柄
や

浜
が
発
祥
で
、
以
前
は
オ
ー
ダ
ー
シ
ャ
ッ
の
ひ
き
た

で
で
き
あ
が
る
。
一
度
オ
ー
ダ
ー
す
る
と
、
ザ
ー
マ
ン
と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
の
上
質
綿
で

は
神
戸
に
専
門
店
は
三
軒
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
。
デ
ザ
イ

を
迎
え
た
神
戸
シ
ャ
ツ
の
河
崎
社
長
。

の
型
紙
を
作
っ
て
、
製
図
裁
断
で
仕
上
げ
ら
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
を
心
が
け
て
お
ら
れ
る
。

さ
り
気
な
く
着
こ
な
さ
れ
ま
す
が
、
感
覚
が
が
感
じ

一
‐
神
戸
の
お
客
様
は
、
素
材
に
凝
ら
れ
た
り
己
主
張

☆よろず御観衣縫上嘘神
戸
シ
ャ
シ
は
、
東
京
と
神
戸
に
縫
製
工
ン
を
ｌ
、

紳
士
服
と
同
じ
く
、
シ
ャ
シ
も
神
戸
・
横
個
性
が

神戸シャツ

神〆市中央区北長挟通3 r I I 1 2 - l 4盆3 3 1 - 1 8 1 8

☆婦人帽子

､ Ｑ、堅×､ ｗて、
マ鐸シン

神戸市中央区北畏狭逸2丁月6 - 1 3 雪3 3 1 - 6 7 1 1この秋より新発売されるアクアスキュータム

★舶来品ブティック

☆世界のオシャレをお届けする

簿
が
あ
る
そ

う
だ
。
ア
ド
ン
付
け
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
っ
た
縫

バ
ィ
ス
も
自
製
而
は
も
ち
ろ
ん
、
シ
ル
エ
ッ
ト
が
美
し
く
、

三
万
人
の
名
傾
向
に
還
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

店
だ
け
で
も
模
様
は
小
柄
が
多
く
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な

で
、
神
戸
本

ス
テ
ム
な
の
や
れ
だ
ろ
う
。

Sancheシ
ャ
シ
追
求
す
る
神
戸
シ
ャ
シ
の
姿
勢
に
、
強
い
信

に
も
自
頓
を
持
つ
、
ダ
ン
デ
ィ
な
神
戸
紳
士
が
多
い
。

の
人
に
梼
心
地
の
良
い
機
能
性
に
富
ん
だ
シ
ャ
シ
を

神戸市中央区ﾉt町通2 . 1 .目5 - 7念3 3 1 - 4 7 0 7

★欧風家具･ 設計･ 創作

永田良介商店よ
』
フ
、

神戸市中ﾘ & Ⅸ三宮町3 r I I l - 4 冠3 9 1 - 3 7 3 7 ～９洗
濯
し
て
も
型
く
ず
れ
が
し
な
い
、
ポ
タ

最
近
は
、
色
調
の
淡
い
落
ち
着
い
た
も
の
、

☆本格派の人々に愛される

ヨヨオカ
神バボ中央区昌宮町3 1 ~ 月1 - 9 冠3 3 1 - 5 1 9 0

☆オートクチュール

ヱヌターニュートン
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ノ

、
心
の
エ
レ
ガ
ン
ス
を
味
と
香
り
に
こ
め
て

2Fﾌﾗﾝ ｽ料理ｼｪ ･ラ･ ﾒ ｰ ﾙにしむら１１;3 0 A M ~ 2 : O 0 P M 5 : 0 O P M ~ 9 : 3 O P M ( ｵ ｰ ﾁ ｽ ﾄ ｯブ)

第１．３月I f 休
( レストランは会員以外の方にもご利用いただけます）
〒6 5 O 神戸市中央区山本通2 Ｔ目1 群2 0 号念0 7 8 ( 2 4 2 ) 2 4 6 7

巳
シ
エ
。
ラ
・
メ
ー
ル
に
し
む
ら
七
月
の
椅
子

オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
も
近
づ
き
、
野
球
も
一
段
と
面
白
い
季
節
。
熱
狂
的
阪
神
フ
ァ
ン
の

高
田
直
和
氏
（
朝
日
放
送
（
株
）
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
〃
お
も
い
で
酒
〃
の
作
詞
者
）
と
ス
ポ

ー
ッ
ァ
ナ
の
植
草
貞
夫
氏
が
コ
ン
ビ
で
発
売
し
た
レ
コ
ー
ド
〃
肌
え
よ
、
若
ト
ラ
〃
も
前

回
の
〃
ト
ラ
、
ト
ラ
マ
ー
チ
〃
に
続
い
て
好
評
発
売
中
。
今
宵
は
同
じ
阪
神
フ
ァ
ン
の
川
瀬

オ
ー
ナ
ー
も
交
っ
て
野
球
談
義
に
花
が
咲
き
ま
す
。
「
お
は
よ
う
朝
日
で
す
」
の
乾
龍
介
ア

ナ
一
人
は
中
日
フ
ァ
ン
で
も
っ
ぱ
ら
シ
ェ
・
ラ
・
メ
ー
ル
の
料
理
に
熱
中
岬

ｉ
篇
…
…
零
‐
膿
置
…
…
１
績
箪
貞
喪

〈
右
よ
り
高
田
直
和
や
川
瀬
オ
ー
ナ
ー
、
植
草
富
士
子
や
植
草
卓
夫
、
石
川
シ
ェ
フ
、
乾
龍
介
（
敬
称
略
）
〉

仁乙方言WWi l W鰯
シエ･ ラ・メールにしむら

旬1 Ｆ会員制宮水ＣＯＦＦＥＥの宮水ＣＯＦＦＥＥの
にしむら劫ﾛ 誹店
■中山手本店く中山手１丁目〉
ＴＥＬ､ 2 2 1 - 1 8 7 2 ８: 3 0 A M - l l : O 0 P M
n三宮店く国淀宮駅山側グﾘｰﾝｼﾔポー ﾙ1F,2F）
ＴＥＬ､ 2 4 1 - 2 7 7 7８: O 0 A M - l l : O O P M
■センター街店く三宮センター街〉
ＴＥＬ､ 3 9 1 - 0 6 6 9１０: O 0 A M - l O : O 0 R M
■芦屋店く阪神芦屋駅浜側〉
ＴＥＬ､0797-31-0580８:OOAM-lO:O0pM
■石屋川店く阪神石屋川駅浜側）
ＴＥＬ8 4 1 - 0 7 6 3 ８: O O A N - 1 0 : O 0 p M
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芦
屋
店
で
は
、
焼
き
た
て
の
味
、
〃
フ
ロ
ィ
ン
ド
リ
ー
ブ
〃
の

パ
ン
と
ケ
ー
キ
を
販
売
い
た
し
て
お
り
ま
す

／

、
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／
※このシリーズはまさカラーの素敵な女性に毎月ご登場いただきます。
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、／ 鍵
一一Ｆ浄

棚寓而
汗
、
ひ
か
る
。

霊

1蕊、､ビ
ュ
ー
テ
ィ
接
近
。

野

ダメ ま

．~１

■回

『 ぜ

』

ワシントンホテル■同生田神社

烹驚室鴬惹I;と。神戸耐スサウナサウナとエステティック

ご優待期間７月１日( 金) ～８月1 0 日（水）
（土､ 日曜は除く）神戸三宮･ 生田新道ﾜ ｼ ﾝ ﾄ ﾝ ﾎ ﾃ ﾙ 向かい

⑧高校生、短大．言津掌生に限ります。 TEL､078-321-4742.4W11
必ず、学生証を二根示ください。 営業時間／朝1 0 時～夜3 時｡ 年中無休

輝
く
汗
。
夏
、
躍
動
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

新
陳
代
謝
を
う
な
が
す
サ
ウ
ナ
と
、

ハ
ー
ブ
（
薬
草
）
バ
ス
で
、

い
き
い
き
ビ
ュ
ー
ー
ア
イ
・
ア
ッ
プ
ノ
．

＃
！ '亀

サウナｺ ｰ ｽ ･ …･………－．．……1 , 7 0 0 円
マッサージ･･････････…･…･････…2,500円
ｵ ｲ ﾙ マッサージ……･ ･ ･ ………5 ‘０００円、

フェイシャルﾄ ﾘ ｰ ﾄ ﾒ ﾝ ﾄ…-…- . . 5 , 0 0 0円

和田式美容体操教室( 毎週木曜日開講） ノ
バﾗ ﾌ ｨ ﾝ バｯ ｸ 笑顔…………･ 4 . 0 0 0 円
薬草パック美諏…………. ……4 , 0 0 0 円
グリーンパック美諏･ ･ ･ …………4 . 0 0 0 円

ボディパラフィンバｯ ｸ …………6 , 0 0 0 円
エレクトリック痩身マッサージ…3 , 0 0 0 円
ﾐ ﾈ ﾗ ﾙ ｿ ﾙ ﾄ 痩身マッサージ…7 . 0 0 0 円
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